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施 設 名 :横浜市港南公会堂

指定管理者 :株式会社清光社

館 長 名・鈴木奉子

1. 港南公会堂管理運営のための基本方針及び達成目標

蓋量亘血
【市民の集会その他の各種行事の用に供する目的であり、港南区の施策と連携し、住民間士

が連帯感を深め、自治意識を醸成し、地域コ ミュニティの活性化に寄与する。】

区政運営方針

【地域の力(協働力)と地域支援でつくる「誰もが安心して暮らせるまちJ]

【区民生活の基準となる「行政サービスを正確、親切に提供する区役所」】

地域住民、港南区様、清光社の官民が協働で作り上げる『新たな社会的価値を創造する港南公会堂』

を目標に以下の基本方針を定めます。

基杢左盆
1.地域活動を支える持続的な地域コミュニティの形成への寄与

2.地域特性 ・ニーズ1こ対応したクリエイティブな利用者サービス
3.快適に利用できる空間の創出

達盛旦盤
1. rアウトリーチ活動を連携施設等で年 1回実施します。」
地区センターでの指定管理業務経験を生かし、地元自治会及び近隣公共施設(小学校、地区セン

タ一、文化施設等)、公共 ・民間団体と情報を共有し、定期的な打合せを行うことにより、地域の課

( I 題(地域の防災計画、課題取組へのサポー ト、貸室予約状況の連銑等)に積極的に取り組みます。
また、課題解決への一助になるように地域の団体と連携したイベントを実施します。

2. r指定管理期間 5年間で利用率 10犯の向上J
地域特性 ・ニーズに対応したクリエイティブな利用者サービスを実施することにより、初年度の

稼働率を2%向上させます。港南公会堂の立地条件や周辺環境、利用エリアや利用者動向を分析する
とともに、利用者ニーズを正確に把握する為に、数多くの要望を受け取る体制を構築します。

3. r利用者満足度80気以上を達成します。j
利用者に「快適に利用できる空間を提供Jすることにより、公会堂アンケートにおいて満足度8

0%を達成します。清光社の本業である公の施設での総合ビノレメンテナンス業務経験(関内ホーノレ、
青山劇場、音楽堂)を活かし、地域活動・文化・芸術 ・知の創造空間である芸術文化施設を適切に

管理運営します。



2.施設の運営 ・管理に関すること
(1) 管理運営体制と組織
(ア)館長1名、職員2名の常勤職員を配置し、スタッフとして、美化スタッフを含めた 8名を採用し

ます。

(イ)スタッフは週毎の交代勤務とし、午前 ・午後および夜間に各 1名を配置します。交代時間には、

スタッフが引継業務を実施する為に、重複して配置いたします。常勤職員については、各時間最

低でも 1名を配置し、館の円滑な運営管理を実施します。

(ウ)清光社本社のパックアップ体制として、統括担当者の配置、港南公会堂より 20分の位置にある清

光社本社、連携団体および指定管理施設との連携により、緊急時に即時に対応できる体制を整え

ております。

(2) 職員の研修計画について
(ア)職員研修及びミーティングを休館日に実施します。

(イ)教育プログラムに基づく社内外講習 ・資格取得 ・多様な施設問交流講習 ・効果測定を実施します。

(接遇研修 ・個人情報保護管理研修 ・指定管理者講習会 ・人権研修 ・他施設研修等)

(3) 個人情報保護管理について
「個人情報取扱事業者Jとして、 ffi由人情報保護マネジメントシステムJの活用により、港南公会堂運

営における個人情報の保護を徹底することを基本方針とします。

(ア)法律 ・条例に則った個人情報保護の徹底。

「個人情報取扱事業者Jとして「個人情報保設に関する法律」および「横浜市個人情報の保護

に関する条例j を遵守し、個人情報を適正に取り扱います。また、守秘義務に関しても職員への

周知 ・徹底を継続します。

(イ)港南公会堂個人情報取扱マニュアルの作成 ・活用

「個人情報保護マネジメントシステムjより f港南公会堂個人情報取扱マニュアノレJを作成し、

職員への周知徹底と定期的な見直し ・改善を行い、個人情報保護を徹底します。

(ウ)個人情報保護管理における責任者の設置と取扱体制の構築

館長を個人情報保護責任者とした上で、取扱担当者を決定し、個人情報の保管期間、保管方法、

および消去方法等の措置について、館長から取扱担当者に指示します。また、統括担当者による

抜き打ちチェックを実施し、管理の徹底を図ります。

(4) 緊急時の対応計画
利用者の安全確保を最優先とし、訓練 ・研修により職員の危機対応能力を高めるとともに事前および

事後の対策を強化することにより、不測の事態への備えを強化します。さらに、利用者への被害を回

避する観点から、建築物の日常点検や早期修繕の徹底を図ることを基本的の考え方とします。

(ア)利用者安全の最優先

事故 ・災害 ・傷病者発生時等においては、利用者の避難、誘導、安全確保を第ーとし、『横浜市

防災計画(展災対策 ・風水害対策 ・都市災害対策)~ w国民保護計画』および『横浜市指定管理者
ガイドライン』、 『港南区防災計画~ w港南区災害対策本部初動対応マニュアノレ~ w指定管理者災害
対応の手引き』を全職員が十分に把握し、行動します。

(イ)職員の危機対応能力向上および事前 ・事後の対策強化

「港南公会堂危機管理マニュアノレJを作成し、研修により周知 ・徹底を図り、防災訓練 ・事故

対応訓練を強化することによりマニュアルの見直しゃ改善の継続を行い、危機管理能力を更に高

めます。

(ウ)緊急、災害時等の施設破損等を最小限に抑える施設管理

災害時等において、建築物の損傷による利用者への被害を避けるとともに、人命救助などの地

域支援活動に支障をきたさないよう、建築物の日常点検、早期修繕及び予防保全の徹底を図りま

す。

(ェ)事故 ・災害時に有用な資格 ・技術の取得

横浜市様、港南区様が実施する「総合防災訓練Jr災害救助活動ネットワーク」への参加、「救
命講習Jの初年度全スタッフ受講、「横浜防災ライセンスリーダー」の取得等、地域の防災活動へ



の参加及び災害時に実用性がある資格を取得することによ り、職員の危機対応能力を維持 ・向上

させます。

(オ)避難誘導設備の点検

公演中等、来場者が多数いる際に災害等が発生した場合に備え、各種吊 り物等、客席の避難誘

導灯、非常灯等の点検 ・整備は最重要項目とし、万が一に備えます

(5) 利用者サーヒ守ス水準の維持 ・向上、利用促進計画
利用者ニーズを正確に把握するために、 様々な場所 ・時間そして人から数多くの要望を受け取る体

制を構築するとともに、収集した情報を分析 ・評価 ・検討することにより、あらゆる角度から実現の

可能性を模索し、実施する体制を構築いたします。また近隣公共施設との連携のため、情報収集を行

い、 これら獲得した情報及びニーズを元に利用者サービスを展開していきます。

(ア)地域 ・利用者ニーズの把握

港南公会堂アンケート ・イベントアンケート、 ホームページのお問い合わせ ・生の声 ・アウト

リーチ活動での声 ・横浜市市民の声 ・市及び区の施策、統計等、様々なものからニーズを把握い

たします。

(イ)ニーズへの対応

公会堂事務所において実施計画を策定し、 区と十分な協議を重ね、公会堂運営会議に諮ります。

実施について充分に検討を重ねた結果実施可能の見通しがついた件については、実施計画を基本

にニーズへの対応を迅速に実施します。実施に至らないと判断したものについては、代替案を策

定し、 再度、 ニーズへの対応を図ります。

(ウ)利用促進のための様々なサービス

弊社が行ってきた指定管理施設での豊富な経験を活用し、多面的な施設の利用者に対するサー

ビスを展開し、利用者の期待と信煩に応え、施設稼働率を向上させます。これら即時実施できる

物に関しては今年度からの実施を行いますが、協議や動向調査が必要なものについては充分な検

討期間を設けたうえで、港南区様と協議の上実施に向けての計画を策定します。

① ホームページ設立

明るくわかりやすく、 双方向なホームページを開設します。開設後も積極的な更新を行い、

新鮮な・情報を閲覧者に提供します。

② 自動販売機の設置

利用者へ選択の楽しさを感じて頂ける様、バリエーション豊かな自動販売機を設置します。

③ ワンストップサービス

お花の手配、当日の受付、ク ロークサービスなど公演に|探し必要となる様々な手配、手続き

を補助し、利用者の負担の軽減に努めます。

@ アウトリーチ活動

港南区内の小中学校等のフ守ラスパンド、演劇部等の舞台演出の相談に応じ、時には直接出向

きお手伝いを行います。

⑤ 人材紹介サービス

弊社の指定管理施設での実績のある豊富な各分野の専門家を講師として紹介し、利用者の文

化活動をサポートします。

⑤ 小中学校との連携
小中学生向けの見学会、職業体験等の受け入れやベノレマークやエコキャップ運動を通して近

隣小中学校との連携を図ります。

⑦ デジタルサイネージ

デジタルサイネージを導入することより、利用者に公会堂の活動広報のみでなく 、他公共施

設情報、地元自治会の情報を幅広くリアノレタイムで配信します。



(6) 利用料金の設定について
初年度における利用料金は、現在の利用者の混乱を避けるため現状維持とします。

港南公会堂料金表(案)

.講堂 ・会議室の使用料

室名 定員
午前

9:00・12・00

講堂 534人----1号室 21人 400 

2号室 33人 600 

和室 20人 300 

午後
13:00・17:00----600 
900 

300 

全館 600人 1----・------1____  

平日料金

夜間

17=30・22:00
14，000 

600 

1，000 

400 

16，000 

士・日・祝日料金

室名 定員
午前 午後 夜間
9:00・12・00 13:00・17:00 17:30-22:00 

講堂 534人--------16，800 1号室 21人 480 720 720 

2号室 33人 720 1，080 1，200 

和室 20人 360 360 480 

全館 600人 1.------1---・P・-- 19，200 

昼間 午後夜間

9:00・17:00 13:00・22:00
15，000 ----1，000 1，200 

1，500 1，900 

600 700 

18，100 ----
昼間 午後夜間

9:00・17:00 13:00・22:00
18，000 ----1，200 1，440 

1，800 2，280 

720 840 

21，720 し----

容夜間

9:00・22:00
29，000 

1，600 

2，500 

1，000 

34，100 

昼夜間
9:00・22:00
34，800 

1，920 

3，000 

1，200 

40，920 

※入場料等を徴収してのご使用は、1，000円以上 2，000円未満は5割増し、 2，000円以上は 10割

増しとします。C*入場料等…その他これに類する料金)
※使用の内場合は、1時間以内で延長することが出来ますが、 2割増しとなります。

.付属設備の使用料

設備
機器

午前 午後 夜間 昼間 午後夜間 容夜間

種別 9:00・12:00 13:00・17・00 17:30・22:00 9:00・17=00 13:00・22:00 9:00・22:00

拡声装置 1，500 1，500 1，500 3，000 3，000 4，000 

スポットフイト 1，500 1，500 1，500 3，000 3，000 4，000 

ピアノ 1，500 1，500 1，500 3，000 3，000 4，500 

CD 1，000 1，000 1，000 2，000 2，000 3，000 

音響 MD 1，000 1，000 1，000 2，000 2，000 3，000 

装置 テー7'レコーダー 1，000 1，000 1，000 2，000 2，000 3，000 
ラシーカセ 1，000 1，000 1，000 2，000 2，000 3，000 

映像 映写機 2，000 2，000 2，000 4，000 4，000 6，000 

装置 7'ロシ。ェクタ 2，000 2，000 2，000 4，000 4，000 6，000 

.持込電気料持込機器の消費電力 lKwにつき 200円とします。



(7) 設備の維持管理について
横浜市中期4か年計画による建替えの可能性を見込み、施設の利用の妨げとなる致命的な部分

を除き、弊社技術管理部による自社修繕等、最低限の補修を行います。 しかしながら、弊社技術

員が利用者の安全にかかわる箇所や必要だと判断した場合には、港南区様との協議の上、迅速な

修繕計画を策定し、大規模修繕及び機器の更新を行います。

(ア)公会堂設備の点検

弊社技術職員は委託業者からの定期点検データを参照し、不具合状況をデータ化するとともに、

不具合箇所の早期是正及び修繕等の計画を作成し、港南区様と調整を行います。修繕計画は横浜

市中期4カ年計画による建て替えを想定し、機器の延命化を基本に策定いたしますが、弊社技術

員が機器の安全性 ・経済性を考慮した結果、建築物並びに機器の更新が必要な場合には、港南区

様と協議を行い、利用者の安全を優先し、大規模修繕を実施します。また、公会堂技術者による

日常点検、目視、利用者からのフィード、パックなど様々な意見をデータベース化することにより、

常に万全な状態で貸し出しができる体制を構築し、備品が不備なまま利用者に提供され、サービ

スの低下及び事故が起きないように細心の注意を払います。

(イ)清掃計画

港南公会堂要求事項を確実に履行するために、 3つのマネジメントシステムを活用した業務実

施を行い、「快適Jr安全Jr安心Jを計画的にお届けするとともに、 PDCAサイクノレを確実に実
施し、あらゆる要求事項に対応した徹密な業務計画を策定 ・実施します。また、詳細な記録及び

調査を行い、確実な業務改善を実施することにより、 CSの向上及び業務計画のスパイラルアッ

プを図ります。

(ウ)環境保全への取組み

① 緑のカーテン

3.その他

ヒートアイランド対策、C02削減による地球温暖化防止対策、冷房費削減等の効果を期待でき
る緑のカーテンを設置します。

② 「ヨコハマ 3 R ~O: (スリム)Jの推進

ゴミの持ち帰り運動等を行うとともに、 r3R活動 (Reduse.Reuse. Recycle) Jを実践します。
コピー用紙の裏面利用を行う際には、個人情報が記載されている用紙を裏紙として使用しないよ

うに、個人情報の廃棄はシュレッダーで行うことを徹底します。

(1)社会貢献事業

地域住民・連携団体と協働で、 I出来ることからはじめようJを合言葉に港南公会堂から社会貢献活

動を展開していきます。

(ア)エコキャップ運動

小さなキャップを通して「未来の地域環境Jr子供の命Jr限られた資源、」等を考え、さまざま
な人たちの協力を得る事により、地域の粋を深めます。自動販売機の脇に回収ボックスを設置し、

キャップを回収します。

(イ)収入利益の還元

年間指定管理経賞味こ余剰金が発生した場合は、弊社が管理する指定管理施設と同様に余剰金の

一部を、時代に則した社会貢献事業に寄附(東日本大震災救援金) 又は横浜市の緑化団体等(横

浜市協働の森基金、横浜サポーターズ寄附金、横浜市市民活動推進基金等)に寄附し、地域環境

の改善及び社会に貢献します。寄付行為に関しては、決算手続き終了後、港南区様と寄付内容を

協議し、迅速に実施いたします。



平成24年度 港南公会堂収支予算書
-、， 司・ -~ ....- ー.

科目
当初予算額 補正額 予算現額 決算額 (勢デ/ 説明
(A) (8) (C=A+8) (0) 

指定管理料 18，552 / 。横浜市より
利用料金収入 5，049 / 。
持ち込み器具電気料 36 / 。
その他収入 910 。 。/ 。 。
自動販売機手数料 360 / 。
広告掲示サービス 150 / 。
物販販売手数料 300 / 。
その他(協賛等) 100 / 。
その他( 。/ 。
収入合計 24，547 レ/ 。 。 。 。

支面面蔀

科目
当初予算額 補正額 予算現額 決算額 差引 / 説明
(A) (8) (C=A+8) (0) (C-O) 

人件費 18，900 。 。 。 /0 
給与・賃金 16，086 /0 
社会保険料 1，524 / 0 
通勤手当 1，140 / 。
健康診断費 150 / 。

/ 。
事務費 1，311 。 。 。/ 。
旅費 36 / 。
消耗品費 180 / 。
印刷製本費 98 。
通信費 108 / 。
備品購入費 295 / 。
施設賠償責任保険 40 / 。
振込手数料 10 / 。
リース料 372 / 。コピー機リース
手数料 100 / 。
地域協力費 。 / 。
その他 72 / 。HP保守等 一周

管理費 2，580 。 。/ 。 。
光熱水費 。 。 。/ 。 。
電気料金 。 / 。
ガス料金 。 。
水道料金 。 / 。
修繕費 1，800 / 。
委託費 780 / 
清掃費 25 / 。
機械警備費 。 / 
設備保全費 755 。 / 。 。 。
空調衛生設備保守 105 / 。
消防設備保守 。 / 。
電気設備保守 。 / 。
害虫駆除 。 / 。
エレベーター保守 。 1/ 。
自動ドア保守 。 。
非常用放送設備 。 / 。
植栽管理 。 / 。
設備総合巡視点検 。 / 。
舞台設備保守 525 / 。
音響設備保守 62 / 。
ピアノ調律 63 / 。

共益費 。/ 。
公租公課 1，000 / 。
事務経費 720 / 。
その他(持ち込み器具電気料) 36 / 。

支出合計 24，547 V 。 。 。 。
差引 叫 三31 0 n 


